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貧 人 天國 彼 悲 人こころの しい たちは さいわいである は らのものである しんでいる たち、 、 。

彼 慰 柔和 人 彼は さいわいである らは められるであろう な たちは さいわいである ら、 、 。 、 、

地 受 義 飢 人 彼 飽 足は を けつぐであろう に えかわいている たちは さいわいである らは き。 、 、

深 人 彼 受りるようになるであろう あわれみ い たちは さいわいである らはあわれみを け。 、 、

心 淸 人 彼 神 見 平和るであろう の い たちは さいわいである らは を るであろう をつく。 、 、 。

出 人 彼 神 子 呼 義 迫害り す たちは さいわいである らは の と ばれるであろう のために され、 、 。

人 天國 彼てきた たちは さいわいである は らのものである、 、 。

人 子 地上 罪 權威 言 中風しかし の は で をゆるす をもっていることが わかるために と い、 、 、

者 向 起 床 取 家 歸 言 彼 起の に かって きよ を りあげて に れ と われた すると は きあがり、 、 。 、

家 歸 行 群衆 見 恐 大 權威 人 与 神に って った はそれを て れ こんな きな を にお えになった を。 、

あがめた。

家 行 熱病 床 覽イエスはぺテロの にはいって かれ そのしゅうとめが で についているのをご、 、

になった。 そこで 手 熱 引その にさわられると が いた、 、 。 そして女 起 上は き がってイエス

をもてなした。

舟 乘 込 弟子 從イエスが に り まれると たちも った、 。 すると突然 海上 激 暴風 起に しい が っ、

舟 波て は にのまれそうになった、 。 ところが 眠イエスは っておられた、 。

振 仮名り



進 行 盲人 子 下そこから んで かれると ふたりの が ダビデの よ わたしたちをあわれんで さ、 、 、

叫い と びながら イエスについてきた、 。 そして 家 盲人イエスが にはいられると たちがみも、

彼 信 言 彼 言 主とにきたので らに わたしにそれができると じるか と われた らは った、 。 、

信よ じます、 。そこで 彼 目 言 信仰イエスは らの にさわって われた あなたがたの どおり、 、 、

身あなたがたの になるように 。 すると彼 目 開らの が かれた。

そこで そして

すると ところが そして そこで すると

神 國 神 義 求まず の と の とを めなさい。そうすれば 与これらのものは すべて えられるであ、 、

ろう。

惡 者 自分 子供 良 贈 物このように あなたがたは い であっても の には い り をすることを、 、 、

知 天 父 求 者 良っているとすれば にいますあなたがたの は なおさら めてくる に いものを、 、 、

下さらないことがあろうか。だから 何事 人 望 人でも 々からしてほしいと むことは 々にも、 、

そのとおりにせよ。

そうすれば

だから



彼 星 見 非常 喜らはその を て な びにあふれた、 。そして 家 母にはいって マリヤのそばにい、 、

幼 子 會 伏 拝 宝 箱 黃金 乳香 沒藥 贈る な に い ひれ して み また の をあけて ・ ・ などの り、 、 、 、

物をささげた。そして 夢 歸 告 受 他 道でヘロデのところに るなとのみ げを けたので の をと、 、

自分 國 歸 行おって の へ って った。

祈 時 自分 戶 閉 隱あなたは る のへやにはいり を じて れたところにおいでになるあなたの、 、 、

父 祈に りなさい。すると 隱 見 父 報れたことを ておられるあなたの は いてくださるであろ、 、

う。

降 群衆イエスがお りになると おびただしい がついてきた、 。すると 重そのとき ひとりの、 、

皮膚病 人 伏 言い にかかった がイエスのところにきて ひれ して った、 、

そして すると

そこで そして さて しかし こう

して

そこで そして さて しかし こうして



は が

は が

久野暲 は が

太郞は學生です。

雨は降 雪っていますが、 は降っていません。

太郞が學生です。

雨が降っています。

僕 花子は が好きだ。

は が

柴谷方良

タイガースが 優勝する。

新情報 旧情報

優秀するのは タイガースだ。

旧情報 新情報

むかしむかしあるところにおじいさんとおばあさんが住んでいました。
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彼らが歸 行 見 主 使って ったのち よ の い、 、 が夢 現 言 立 幼 子でヨセフに れて った って な、 、

母 連 逃 知とその を れて エジプトに げなさい そして あなたに らせるまで そこにとどま、 。 、 、

っていなさい ヘロデ。 が幼 子 探 出 殺な を し して そうとしている マ。

イエスが 王 代 生 見 東ヘロデ の に ユダヤのベツレヘムでお まれになったとき よ からきた、 、 、

博士たちが 着 言エルサレムに いて った マ、

しかし アケラオ、 が 父 代 治 聞その ヘロデに ってユダヤを めていると いたので マ、

が

は

地ユダの ベツレへムよ おまえ 、 、 は 地 中 決 最 小ユダの たちの で して も さいものではな、

い マ。

死ヘロデが ぬまでそこにとどまっていた それ。 は 主 預言者が によって エジプトからわが、

子 呼 出 言 成就を び した と われたことが するためである マ、 。



町 行 住ナザレという に って んだ これ。 は予言者 彼 人 呼たちによって はナザレ と ばれるで、

言 成就あろう と われたことが するためである マ、 。

は

人 王 生ユダヤ の としてお まれになったかたは どこにおられますか わたしたち、 。 は東 方の

星 見 拝でその を たので そのかたを みにきました マ、 。

王そこで は祭司長 民 律法學者 全部集たちと の たちとを めて キリスト、 は 生どこに まれるの

彼 問かと らに いただした マ、 。

そこで ヘロデ、 は 博士 呼 星 現 時 詳 聞ひそかに たちを んで の れた について しく き マ、 、

彼らは 星 見 非常 喜その を て な びにあふれた マ、 。

そこで ヨセフ、 は 立 夜 間 幼 子 母 連 行って の に な とその とを れてエジプトに き マ、 、 、

立 幼 子 母 連 地 行 幼 子 命って な とその を れて イスラエルの に け な の をねらっていた、 、 。

人々は 死んでしまった マ、 。

は

は



は が

は

は

は が

は が

が

は

は

このマリヤからキリストといわれるイエスが 生お まれになった。

思 言ところがヨハネは それを いとどまらせようとして った わたしこそあなたからバプテ、 、

受スマを けるはずですのに あなたがわたしのところに、 おいでになりますか 。

群衆 解散 舟 乘 地方イエスは を させ に ってマガダンの へ、 行かれた。



一度大聲 叫 息イエスはもう で んで ついに を、 ひきとられた。

ところが イエスは、 眠っておられた。

父 神 求 先 必要あなたがたの なる は めない から あなたがたに なものは、 、 存ご じなのである。

隱 見 父すると れたことを ておられるあなたの は、 、報いてくださるであろう。

お になる ら

れる

存 存じる ご じ

てくださる

彼 向 言すると イエスは に かって われた バルヨナ・シモン あなたはさいわいである、 、 、 。

事 血肉 天あなたにこの をあらわしたのは ではなく にいます、 、 父わたしの である 。

答 言 生シモン・ペテロが えて った あなたこそ ける、 、 神 子の キリストです 。

語 者 中 語る は あなたがたではなく あなたがたの にあって る、 、 父 靈の である。

ウチ ソト



ウチ ソト

ウチ

でいらっしゃる です

捕さて イエスはヨハネが らえられたと、 聞いて 退ガリラヤへ かれた、 。

先生 眞實 眞理 基 神 道わたしたちはあなたが なかたであって に づいて の を、 、 敎え また、 、

人 分 隔 知に け てをしないで だれをもはばかられないことを っています、 。

群衆イエスはこの を見て 山 登 座 弟子 近寄に り につかれると たちがみもとに ってきた、 、 。

イエスはそれを聞いて彼 言らに われた、

牧野成一、



進さてイエスはそこから んで行かれ 人 收稅所 見マタイという が にすわっているのを て、 、

從 言 彼 立 上 從わたしに ってきなさい と われた すると は ち がって イエスに った。 、 。

舟 上 大 群衆イエスは から がって ぜいの を、 ごらんになり 彼 深らを くあわれんで そのうち、 、

病人の たちをおいやしになった。

群衆 飼 者 羊 弱 果 倒また が う のない のように り てて れているのを、 ごらんになって 彼らを、

深くあわれまれた。

イエスはこれらのことを語 終り えられてから 去 向ガリラヤを ってヨルダンの うのユダヤの、

地方 行へ かれた。

見

上て がって あわれんで

全地イエスはガリラヤの を巡 步り いて 諸會堂で、 敎え 御國 福音の を、 述 伝べ え 民 中の の、

病氣あらゆる あらゆるわずらいをおいやしになった、 。

一同 食事が をしているとき イエスはパンを、 取り、祝福して 弟子これをさき たちに、 与え

ていわれた、

少そして し進 行んで き うつぶしに、 なり 祈っていわれた、 、



杯また を取り、感謝して彼らに与えて言われた、

大 群衆 集 舟 乘ところが ぜいの がみもとに まったので イエスは に って、 、 すわられ 群衆は、

岸 立みな に っていた。

七 魚 取 感謝 弟子イエスは つのパンと とを り してこれをさき たちに、 、 わたされ 弟子た、

群衆ちはこれを にわけた。

られる

る

と

海さて イエスがガリラヤの べを、 步いておられる 兄弟 呼と ふたりの すなわち ぺテロと、 、 、

兄弟 海 網 打ばれたシモンとその アンデレとが に を っているのをごらんになった、 。

進そこから んで行かれる 兄弟 子 兄と ほかのふたりの すなわち ゼベダイの ヤコブとその、 、 、

弟 父 一緖 舟 中 網 繕ヨハネとが ゼベダイと に の で を っているのをごらんになった、 、 。



人 王ユダヤ の として 生お まれになったかたは どこにおられますか、 。

重 皮膚病 人 家さて イエスがベタニヤで い の の に、 、 おられたとき、

さて イエスはエルサレムへ、 上るとき 十二弟子 呼 途中 彼をひそかに びよせ その で らに、 、

言われた マ、

わたしのあとから來る人 力はわたしよりも のあるかたで、
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要 旨

本稿 目的 韓國語 日本語 對照硏究 資料 聖書 価値 述 韓の は と との の としての の を べることにあった。

國語 聖書 日本語 聖書 完譯 時期 世紀後半 一致 後何回 改譯 共の と の は の が で しており その かの を に、

實施 聖書 二國 現代語 変化過程 見 通時的 對照資料している だから これらの は の の が られる な である。 、

同時 類似 時期 共時的 對照硏究 資料 価値 認 韓國語聖と に した の な の としてもその が められる それに、 。

書 翻譯過程 日本語聖書 影響 大 聖書 各 言語も において の があまり きくなかったので これらの は 々の の、

正体性 見 非常 客觀的 資料 思を せる に な になると う。

本稿 年代 二國 聖書 基 二言語 相對的 特徵三 究明まず では の の に づき の な つを することによっ、

對照資料 聖書 価値 明白 一 文章單位 比較て としての の を にしておいた その は においての である、 。 、 。

複數 文 持 文章 構成 時 韓國語 日本語 比 文 數 少ここでは の を って を する は に べ の がずっと ないという、 、

確認 原因 接續形態 分化 韓國語 方 分化ことが された その は の ぶりにある の がもっと している という。

代 日本語 接續詞 品詞 相對的 多 確認 二 日本こともわかって りに は という が に いことを した その は、 。 、

語 韓國語 相關關係 文法的 意味の は と が そして の と の である な からは は は と そ、 。 、

基本的 似 聖書 出現頻度 調 結果 日本語 多 韓して が は と に ているが から を べた では は は が く、 、

國語 多 明白 現 現象 事柄 對 認識 差では が いということも に れた この はある に する の のためであろう。

推察 三 敬語形態 比較 比較 二 明 一と した その は の である この では つのことが らかにされた つ。 、 。 、 。

韓國語 敬語形態 對応 日本語 形態 他は の と する の は お になる られる の に てくださる、 、

動詞 名詞形 色 一 敬語形態 出現位置 注目や お ご の など 々あるということであり もう つは の に、 、

差 日本語 敬語形態 出現 主節 集中 從屬すべき があるということである すなわち の の は に しており。 、 、

節 出現 選擇的 性格 强 主体尊敬敬語 動詞 敬語形態 出での は な が いことがわかった ではほとんどの に が。

現 韓國語 違 現象 本稿 對照結果 聖書 翻譯 改譯 過程 考する とは った であった でのこのような は の や の を。

信賴度 高 見 得 韓國語 日本語 對照資料 聖書 価値えれば がとても いと ざるを ない と との としての の はこ。

こにあるのである。
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